
ＴＱＰ型トルク変換器

取扱説明書

９２

当社のトルク変換器を御買い上げ頂きまして、誠に有り難うございます。ご使

用前に必ず本書を御熟読頂き正しく御活用頂くよう御願い申し上げます。

●ケーブルの接続方法

本器のケーブル接続仕様を＜図１＞に示し

ます。

接続を間違えますと初期平衡度が取れなか

ったり、トルクを負荷した場合の出力電圧に

誤差を生じますので御注意下さい。

●最大許容印加電圧

最大許容印加電圧
(AC／DC) １０ Ｖ

推奨使用印加電圧

(AC／DC) ８ Ｖ

＜表１＞

＜図１＞ ケーブル接続仕様

●各部名称

本器はひずみゲージが貼付けられたシャフト（回転軸）とスリップリングとを一つに組合わせ

て、シャフトに加わる捻れを電気信号に変換して出力する構造です。

①シャフト

②軸筒

③スリップリング

④支持金具

（回転止め金具）

⑤ブラシホルダ

⑥入出力コネクタ

⑦○刻印
（開く位置の目印）

⑧ON-OFFレバ

＜図２＞各部名称
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●取付方法と取付上の注意

１）本器の取付は、相手側シャフト（駆動側及び伝達側シャフト）が基準になります。

２）本器に曲げ荷重、軸荷重が加わらない様に設置して下さい。

３）本器と相手側シャフトへの取付はカップリングを用いて平行キーにより固定します。

キー溝公差は＜表２＞をキー公差は＜表３＞を参照して下さい。

定格容量(N・m) 5 10 20 50 100 200 500 1 k 2 k 5 k 10 k 20 k

ｔ (mm) 3+0.1 3+0.1 3+0.1 4+0.2 4+0.2 5+0.2 5+0.2 7+0.2 7+0.2 8+0.2 8+0.2 11+0.2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｂ (mm) 5 0 5 0 5 0 7 0 7 0 10 0 10 0 18 0 18 0 24 0 24 0 32 0
-0.030 -0.030 -0.030 -0.036 -0.036 -0.036 -0.036 -0.043 -0.043 -0.052 -0.052 -0.062

＜表２＞キー溝公差 ※JIS B1301

定格容量(N・m) 5 10 20 50 100 200 500 1 k 2 k 5 k 10 k 20 k

ｈ (mm) 5 0 5 0 5 0 7 0 7 0 8 0 8 0 11 0 11 0 16 0 16 0 18 0
-0.030 -0.030 -0.030 -0.036 -0.036 -0.090 -0.090 -0.110 -0.110 -0.110 -0.110 -0.110

ｂ (mm) 5 0 5 0 5 0 7 0 7 0 10 0 10 0 18 0 18 0 24 0 24 0 32 0
-0.030 -0.030 -0.030 -0.036 -0.036 -0.036 -0.036 -0.043 -0.043 -0.052 -0.052 -0.062

＜表３＞キー公差 ※JIS B1301

４）本器を相手側シャフトに取付けたあと、＜図３＞、＜図４＞の様に本器自体が回転しない様

に＜図２＞の支持金具④を外部に固定します。

＜図３＞スプリング及びスチールワイヤ取付

＜図４＞防振ゴム取付

上記の取付例は全て相手側シャフトを基準としていますので、＜図２＞の支持金具④をきつ

く締めすぎると本器に無理な力が加わり、偏芯等で本器軸受けに不要な熱を発生させる原因

となりますので、＜図３＞及び＜図４＞の様にできるだけクッション作用をもたせる取り付

として下さい。

５）カップリングの使用法によって、本器の取付方法が変わりますが、相手側シャフトを基準に

本器の取付支持部を設計してあります。従って、＜図２＞の支持金具④と軸筒②が平行にな

っていないと、固定方法としては十分な強度がありませんので、プランマブロックとしての

固定はできません。

標準的な取付例を＜図５＞、＜図６＞に示します。

防振ゴム



取付例１

Ａ：駆動側シャフト

Ｂ：伝達側シャフト

Ｃ：カップリング

Ｄ：カップリング

Ｅ：本器側シャフト

Ｆ：本器

Ｇ：本器側シャフト

＜図５＞取付例１

１）本取付例は、相手側シャフトが基準になります。

２）本器に曲げ荷重、軸荷重が加わらない様に設置して下さい。

３）駆動側シャフトと伝達側シャフトの同軸度及び平行度は、2/100～3/100mm以内に調整して下

さい。

４）Ｃ、Ｄのカップリングは、基本的に固定カップリングを使用して下さい。

取付例２

本器を固定しギヤ及びユニバーサルカッ
プリング等を使用する場合、＜図６＞の様

な支持架台にて固定して下さい。その際＜

図２＞の支持金具④は取り外します。

＜図６＞取付例２

※１．治具取付手順など、詳しい説明が必要な方は弊社営業所まで御連絡下さい。

●回転方向

本器を伝達側から見た場合、反時計回りで出力電圧はプラスの極性になります。また時計回り
でも使用可能です。

極性を入れ替える場合、＜図１＞ケーブル接続仕様の入力端子（Ａ，Ｃ端子）側で行います。

●回転子（銀リング）と固定子（ブラシ）とのON-OFF操作

＜図１＞のON-OFFレバー⑧で、銀リングとブラシのスイッチ操作を行います。ON位置で測定状

態になり電気信号が出力されます。

ON-OFFレバー操作は、回転している時に行ってもかまいませんが、回転していても測定しない

時はOFF 位置にして下さい。スリップリングの寿命（※２）を大きく左右します。

ON-OFFレバー操作を行う場合、レバーを少し持ち上げ気味にスライドさせて下さい。

スリップリング結線は＜図７＞を参照下さい。

＜図７＞スリップリング結線図

※２．＜図８＞回転子摩耗時間換算グラフを参照して下さい。

スリップリング本体 ブラシ

スプリング側 コネクタ側（正面からみて）
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●ブラシと銀リングの清掃

長時間ご使用になると、ブラシが摩耗し摩耗粉が銀リングに付着してノイズが大きくなるこ

とがありますので、ブラシホルダを簡単に取外し摩耗粉を迅速に清掃出来る構造にしてありま

す。

清掃手順は下記の通り行います。

１）＜図２＞の支持金具④を外してください。

２）ブラシホルダ⑤の透明板を止めている四隅のＭ４ネジを緩めてください。

３）○刻印側からマイナスドライバ等を差し込み、ブラシホルダ⑤の透明板を外して下さい。

４）差込式端子が外れますので、ブラシホルダを外してください。

５）摩耗により各箇所にたまった粉末等の汚れを清掃してください。

内部の銀リング面は、ブラシホルダを外して開いた所から行ってください。

６）清掃後、差込式端子を案内にしてブラシホルダを正位置に装着してください。

７）Ｍ４ネジをしっかりと締め付けてください。ネジが緩むとノイズの原因となります。

●ブラシホルダの交換

１）ブラシの摩耗量は、周速に比例し
ます。

＜図８＞より時間を積算してブラ

シの寿命を確認して下さい。

２）ブラシホルダの交換（※３）は、

ブラシと銀リングの清掃手順の項

と同じ手順で行い、新しいブラシ

を取り付けて下さい。

※３．交換用ブラシホルダの入手方法
など、詳しい説明が必要な方は

弊社営業所まで御連絡下さい。

＜図８＞ブラシ摩耗時間換算グラフ



●形式名と諸仕様

定格容量(N・m) 5 10 20 50 100 200

回転部ねじり振動数(kHz) 14.0 14.0 14.0 4.0 4.8 2.5

回転部定格ねじり角(°) 0.212 0.146 0.281 0.225 0.825 0.470

慣性モ－メント(kg・cm2) 0.615 0.615 0.615 0.715 0.725 4.925

回転ばね定数(kN・m/rad) 1.324 2.452 3.923 5.884 6.767 23.54

許容軸端荷重(N) 7.845 13.73 23.54 24.52 32.36 329.9

定格容量(N・m) 500 1 k 2 k 5 k 10 k 20 k

回転部ねじり振動数(kHz) 4.7 2.1 3.3 2.3 3.6 2.1

回転部定格ねじり角(°) 0.647 0.382 0.435 0.372 0.567 0.407

慣性モ－メント(kg・cm2) 5.075 48.75 49.50 261.3 267.5 1170

回転ばね定数(kN・m/rad) 43.15 166.7 255.0 755.1 980.7 2769

許容軸端荷重(N) 142.2 196.1 382.5 755.1 1.520 k 1.961 k

●使用環境と使用上の注意

１．長時間使わないで放置しておきますとスリップリング表面が酸化されますので、予備運転を

行いスリップリング面の酸化膜を取り去ってからご使用下さい。

２. 本器は防水構造ではありません。湿気や水のかかる場所で使用しないで下さい。

３．本器を腐食性雰囲気中で使用しないで下さい。

４. ケーブルは強く引っ張ったり、曲げたりしますと、断線する場合がありますので注意して下

さい。また、ケーブルが動く場合は固定をして下さい。

５. 温度補償範囲は

－１０～ ６０℃ です。

６. 本器の接続ラインは誤動作を防止するため、ノイズの多いラインやＡＣラインからの影響を

受けないようにして下さい。

●保守について

本器の品質を維持されるために、年一回の定期点検・校正（共に有償）を御受けられる事を御

奨めします。

●保証について

本器は御買い上げ後、一年間の品質保証を行っています。正規の御使用(保証期間中)におきま

して万一故障・欠陥等が発生しました場合は無償にて修理を致します。その場合には弊社営業所

または御購入頂きました販売店まで御連絡を頂き、故障状況を御説明なさった上で現品を御送付
して下さい。但し、お客様での誤使用・分解改造等の正規の御使用以外での場合は原則的に有償

とさせて頂きます。

また、許容範囲以上の負荷(トルク・曲げモーメント・軸荷重)や電圧がかかり本来の機能が復

元しない場合は修理不能の場合もございますので予め御承知おき下さい。



●寸法図

（単位：ｍｍ）

●寸法表（単位：ｍｍ）

形式名 定格容量 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｊ Ｋ Ｌ Ｎ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ

Ｍ Ｐ

TQP- 5NB 5 N・m 268 47 173 48 7 95 63 8 47 48 35 20 140 15 157 139 107

TQP- 10NB 10 N・m 268 47 173 48 7 95 63 8 47 48 35 20 140 15 157 139 107

TQP- 20NB 20 N・m 268 47 173 48 7 95 63 8 47 48 35 20 140 15 157 139 107

TQP- 50NB 50 N・m 260 48 167 45 7 95 63 2 47 48 40 23 140 15 157 139 107

TQP-100NB 100 N・m 260 48 167 45 7 95 63 2 47 48 40 23 140 15 157 139 107

TQP-200NB 200 N・m 300 65 175 60 7 105 63 52 53 50 38 140 15 157 139 107

TQP-500NB 500 N・m 300 65 175 60 7 105 63 52 53 50 38 140 15 157 139 107

TQP- 1KNB 1 kN・m 385 97 191 97 3 114 74 56 58 80 63 168 15 179 161 135

TQP- 2KNB 2 kN・m 385 97 191 97 3 114 74 56 58 80 63 168 15 179 161 135

TQP- 5KNB 5 kN・m 500 140 219 141 4 129 86 64 65 115 90 205 20 216 198 172

TQP-10KNB 10 kN・m 500 140 219 141 4 129 86 64 65 115 90 205 20 216 198 172

TQP-20KNB 20 kN・m 680 190 254 236 10 139 105 69.5 69.5 160 115 243 20 251 233 210

※Ｎ、Ｐ寸法はｈ７公差です。
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仕 様

ＴＹＰＥ ＴＱＰ型トルク変換器

定格容量 ５ Ｎ・ｍ ～ ２０ ｋＮ・ｍ

許容過負荷 １２０ ％Ｒ．Ｏ．（定格容量に対し）

限界過負荷 １５０ ％Ｒ．Ｏ．（定格容量に対し）

定格出力 ５ Ｎ～２０ Ｎ・ｍ ： ０．５ｍ Ｖ／Ｖ ±１ ％

５０ Ｎ・ｍ ： １ｍ Ｖ／Ｖ ±１ ％

１００ Ｎ～２０ ｋＮ・ｍ ： １．５ｍ Ｖ／Ｖ ±１ ％

直線性 ０．３ ％Ｒ．Ｏ．

ヒステリシス ０．２ ％Ｒ．Ｏ．

繰り返し性 ０．２ ％Ｒ．Ｏ．

許容印加電圧 １０ Ｖ，推奨８ Ｖ

入力抵抗 ３５０ Ω

出力抵抗 ３５０ Ω

温度補償範囲 －１０ ～＋６０ ℃

許容温度範囲 －１５ ～＋７５ ℃

零点の温度特性 ０．０１ ％Ｒ．Ｏ．／℃

出力の温度特性 ０．０１ ％／℃

先端コネクタ ＰＲＣ０３－２１Ａ１０－７Ｆ

その他 附属ケ－ブル Ｌ－Ａ－５（両端のコネクタはＰＲＣ０３－１２Ａ１０－７Ｍ）

ブラシ材質： 銀・グラファイト（Silver Graphite)

リング材質： 二元素合金 (Ternary AIIoy Silver Base)

株式会社 昭和測器

本 社 121-0812 東京都足立区西保木間1-17-16 TEL 03-3850-5431 FAX 03-3850-5436

工 場 121-0064 東京都足立区保木間5-24-27 TEL 03-3858-3241 FAX 03-3859-1240

大 阪出張所 550-0006 大阪市西区江之子島1-5-16新三輪ビル TEL 06-6448-3412 FAX 06-6448-0875
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